
○高エネルギー宇宙・可視赤外線天文学グループ 

 

● 研究活動の概要 

 

平成２１年度も現在稼働中の観測装置（フェルミガンマ線衛星、すざくＸ線衛星、かな

た望遠鏡 TRISPEC 装置）による観測と将来観測装置の開発（次期Ｘ線衛星 ASTRO-H、硬Ｘ線

偏光観測気球実験 PoGOLite、次世代 TeV ガンマ線望遠鏡 CTA 計画、かなた望遠鏡次期検出

器）の２つを柱として活動を行った。かなた望遠鏡関係の研究は、宇宙科学センターと強

い協力関係の下で進めている。 

[フェルミ衛星によるガンマ線観測の推進] フェルミ衛星は、打ち上げ１年を経過してデ

ータの統計が増えたことから、その優れた性能が開花し、従来の衛星をはるかにしのぐ多

数の成果を上げた。2010 年 3 月までに、受理出版された論文が約 70 編（うち、Nature が 2

編、Science が 8 編）である。また、プレスリリースや記者会見を５度行った。我々も日本

グループの代表として衛星運用などでチームへの貢献を果たしながら、フェルミ１年カタ

ログの発表、Ｘ線連星 CygX-3 からのガンマ線放射時期の特定、暗黒物質の探査など、さま

ざまなサイエンスの成果に貢献してきた。また以下に示す幅広いテーマでデータ解析・論

文執筆に主体的な役割を果たした。 

まず銀河系内では、銀河宇宙線およびその起源候補天体の解析に取り組んだ。個別のタ

ーゲットでは、超新星残骸 W28 に付随する密度の高いガスに空間的に対応した放射を発見

した。ガンマ線データを詳細に調べた結果、宇宙線が超新星残骸で加速されて周辺のガス

と反応している徴候を捉え、宇宙線の加速・拡散過程を理解する上で有用なデータが得ら

れた。また、新種の宇宙線加速源の候補である TeV ガンマ線未同定天体 HESS J1804-216 周

辺のフェルミ衛星のデータ解析も進めた。平行して銀河宇宙線の研究を系統的に進めた。

まず中銀緯の広がったガンマ線放射から近傍の宇宙線に制限をつけ、地球上で直接観測さ

れた宇宙線スペクトルが、太陽系近傍の物をよく代表することを示した。さらに銀河系内

の宇宙線分布の解析も精力的に行い、銀河の外側での宇宙線強度が予想に反してあまり弱

くならないことを見出した。あわせて、近傍分子雲の解析も進め、近傍の宇宙線分布・物

質分布に制限をつけつつある。 

銀河系外では、ガンマ線バースト、ジェットを伴う活動銀河核(AGN)、スターバースト銀

河など活動性の高い天体現象で成果を出してきた。ガンマ線バースト GRB090510 は非常に

明るい短時間型バーストであり、低エネルギー光子に対する GeV 光子の遅れ(光速の遅れ)

を過去最少の値に制限した。それにより、ある種の量子重力理論が棄却される、という物

理の基礎原理に迫る成果を上げ Nature 誌に掲載された。また、このガンマ線バーストは GeV

ガンマ線が数時間後まで検出できたために他の波長での様子と詳細に比較することができ、

ガンマ線放射起源に制限を与えた。また長時間型バーストの GRB090926A では最初の明るい

時期においてガンマ線領域でスペクトルにカットオフがあることを初めて発見した。これ



により、これまで下限値しか求まっていなかったバーストに伴う超相対論的ジェットのバ

ルクローレンツ因子を初めて約 600 前後に制限した。AGN の観測では、数多く見つかったブ

レーザー天体と電波銀河の２つで成果を出した。ブレーザー天体はジェットをほぼ正面か

ら見ている天体であり、フェルミで初めて長期間のガンマ線光度曲線を得ることができた。

この天体は他の波長での観測も重要であり、我々は広島大学かなた望遠鏡により、フェル

ミ衛星で明るいブレーザー４０個前後を可視光近赤外線で系統的にモニターし、過去最大

の質と量のデータを得た。特に可視偏光の情報は重要であり、フェルミチームにも広く活

用された。例えば 3C279 のガンマ線フレア終了時に偏光が数日で回転する現象が初めて捉

えられ、ガンマ線を放射する領域がブラックホールから遠い場所であることを突き止め、

Nature 誌に掲載された。この他、3C66A, 3C454.3、PKS1502+106 などでも同時観測で成果

を上げ論文に出版あるいは準備中とした。フェルミ衛星はジェットを少し斜めから見てい

る電波銀河からも明るい GeV ガンマ線が放射されていることを確立した。最も近傍の AGN

である電波銀河 Cen A からも従来にない精度でガンマ線のスペクトルや時間変動を抑えて、

ジェットの物理状態に制限を与えた。また、電波銀河 NGC1275 からも初めてガンマ線の時

間変動を捉えた。こうした電波銀河のジェットは母銀河を大きく超えて数 100 Mpc まで進

んで銀河間物質と衝突して大きく広がった電波ローブを形成する。このローブからも初め

て広がったガンマ線を発見しサイエンス誌に掲載した。このローブは見かけは月の２０倍

近くもあり、強大な高エネルギー電子の雲であることがわかった。この電子は中心から来

ているのではなく、その場で加速されていると考えられ、これまで見つかっている衝撃波

加速とは別の加速機構が働いていると思われる。この他、電波銀河やスターバースト銀河

を系統的に調べ、これらが他の銀河に比べてガンマ線で明るい傾向にあることがわかった。 

[すざく衛星によるＸ線観測] 日本のＸ線衛星「すざく」も４年目に入り、我々のグルー

プが関与する硬Ｘ線検出器(HXD)による成果も順調に増えている。我々は HXD の軌道上キャ

リブレーションや検出器のゲインおよびノイズのモニター、バックグラウンドモデルの構

築に大きな貢献をし、世界中の研究者に公開されている解析ソフトへのフィードバックを

行っている。また、フェルミ衛星との同時観測を電波銀河 Cen A、ガンマ線連星 LS I +61°

303 で行い、解析を進めている。Perseus 銀河団では過去最高の精度で 10 keV 以上の放射

を測定し、Perseus 銀河団のように最近合体を起こしていない銀河団では加熱加速の兆候が

あまり残っていないことがわかった。特異なブラックホール天体 GRS1915+105 では、CCD 飽

和やダスト散乱の影響を注意深く取り除いて、Ｘ線スペクトルを精密に求め、ブラックホ

ール近傍の高温プラズマの温度や光学的厚さを強く制限し、このブラックホールの特異性

に迫ることができた。セイファート型の AGN からは強い鉄輝線を伴ったＸ線が観測される。

90 個近い天体について吸収、光度、鉄輝線の相関を従来にない精度で系統的に調べ、鉄輝

線を発する AGN 中心のブラックホール周辺物質の量、立体核、位置、電離度を制限した。

この他、セイファート型 AGN のスペクトルの時間変動、高電離の鉄の吸収線輝線の時間変

動を調べるとともに、孤立した楕円銀河 NGC3923 の解析も進めた。 



 [将来Ｘ線ガンマ線検出器の開発] 次期Ｘ線観測衛星 ASTRO-H は、2014 年度の打ち上げに

向けて設計が大きく進みつつある。我々は、搭載予定の硬Ｘ線撮像装置(HXI)と軟ガンマ線

検出器(SGD)の開発に、主要メンバとして取り組んでいる。本年度は、外国人を含む有識者

による検出器レビューと衛星全体を含めた個々の機器の詳細設計前審査が行われ、来年度

初頭まで続く。基礎開発においては我々のグループはシリコンセンサー（ストリップ型、

パッド型）の基礎特性試験、BGO シンチレ―タとアバランシェフォトダイオード(APD)で構

成される反同時計測装置の開発、上空でのバックグラウンドの評価による感度予測と検出

器デザインの最適化などを担当している。ストリップ型センサーではフライトタイプの測

定を行い、搭載可能であることを確認した。パッド型センサーはフライト品を設計するた

めのプリフライト型の基礎試験を行い、若干の設計修正が必要であることが分かった。ま

た BGO+APD の性能の温度依存性を調べ、検出器全体の熱設計への基礎材料を得た。APD の信

号波形処理をデジタル回路でフィルターおよび波高値計算を行う見通しを立て、多数の APD

信号を限られたリソースの中で処理できる見通しを立てた。軌道上バックグラウンドでは、

宇宙線によって検出器自身が放射性同位体になって作る雑音成分の評価を進め、その過程

で、利用しているシミュレーションツールの精密な検証を行い、物理プロセスに見つかっ

た問題を修正することで、地上放射化試験のデータを精度よく再現することに成功した。 

この他、2010 年度予定の硬Ｘ線偏光観測気球実験 PoGOLite では、上空での中性子バックグ

ラウンドをモニターするための中性子シンチレ―タの光量および信号減衰時間を系統的に

調べ、実際に BGO とフォスイッチ構成でガンマ線と中性子を区別できることを確認した。

また SpaceWire 規格を用いた通信を衛星で実現するための実証実験の一つとして、我々は 

PoGOLite 気球実験において SpaceWire 通信に基づいたデータ取得システムを構築してい

る。検出器からの信号を波形として取得するこれまでの機能に加えて、今年度は信号から

同時に波高値を計算しそれをヒストグラムとして保存する機能を開発した。さらに、13 個

のコンポーネントと SpaceWire 通信を行う必要があるため、ルーター機能を有したボード

を利用して複数ボードとの通信が正常に通信できることを実証した。また、2010 年 3 月に

はスウェーデンで行われた、PoGO-Lite 気球偏光観測実験のコラボレーション会議に参加し、

初回の観測計画などを議論した。一方、TeV ガンマ線の国際将来計画 CTA が本格的に活動を

始め、本年度は較正システムの立ち上げを開始している。 

[かなた望遠鏡などによる可視赤外線観測] 広島大学かなた望遠鏡による観測では、先に

書いたブレーザーの系統的観測を行い、可視光だけの系統的な解析を進め、明るさ、色、

変動幅、偏光度、光度において明確な相関を見出し、放射メカニズムを探る材料を得た。

2007年と2008年にかなた望遠鏡で観測したガンマ線バーストの残光について詳細解析を行

い、残光中に起こるＸ線フレアに対して新たなモデルを提案した。すばる望遠鏡の観測デ

ータの解析を行い、ガンマ線バーストも含めて超新星爆発の規模が大きい母銀河ほど重元

素量が高い傾向を示した。ブラックホール連星 GRS1915+105 を近赤外線で連続モニター観

測し、Ｘ線や電波と反相関の変動を見出し、ジェット発生時における降着円盤の様子の手



掛かりを得た。 

 [次期可視近赤外検出器の開発] かなた望遠鏡での現在の主検出器TRISPECの後継検出器

として偏光観測性能の高いHOWPolと測光性能の高いHONIRの開発を進めている。HOWPolは、

本年度から実際の観測に用いながら調整を続けており、実際の観測成果も出し始めた。

HONIR については真空系、各種駆動系、光学系の整備を進め、各課題をクリアし、本格観測

に向けて状況が進展した。 

 

本年度の学位論文を以下に示す。 

○博士論文  

新井彰 "Near-Infrared Study of the Accretion Disk and Jet in the Microquasar GRS 1915+105 

Observed by the KANATA Telescope"  

○修士論文  

池尻祐輝「かなた望遠鏡を用いた可視近赤外偏光観測によるブレーザー天体の光度、色、偏光の

相関の研究」  

先本清志 「かなた望遠鏡用可視近赤外同時カメラHONIRの真空・駆動・光学系の立ち上げ」  

花畑義隆 「X線天文衛星ASTRO-H搭載アクティブシールドの基礎特性評価とデジタル信号処理

の検討研究」  

林 克洋 「次期X線天文衛星ASTRO-H搭載硬X線撮像用シリコン検出器の性能評価」  

平木一至 「モンテカルロシミュレーションによる衛星搭載軟γ線検出器の軌道上放射化バックグラ

ウンドの評価」  

○卒業論文  

奥嶋貴子 「重力崩壊型超新星の爆発規模と母銀河の重元素量の関係について」  

朴 寅春 「次期X線観測衛星ASTRO-H搭載軟γ線検出器用Si検出器のスペックトルの性能評

価」  

原尾達也 「フェルミ衛星による近傍銀河からのガンマ線放射の探査」  

水野基裕 「すざく衛星による鉄輝線・吸収線を用いた活動銀河核周辺物質のプローブ」  

米谷光生 「宇宙X線観測における中性子バックグラウンドモニターのためのシンチレータの基礎特

性実験」  
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● 総説（2009 年１月―１２月に発表されたもの） 

[1] 大杉節、深沢泰司、水野恒史、片桐秀明、他 15 名、サイエンス誌の載った日本人研究

者 p.41「フェルミ・ガンマ線宇宙望遠鏡により、銀河系の若い超新星残骸 CTA1 中にパルサ

ーを発見」 

 

 

 



● 国際会議 

 

[1] Tsunefumi Mizuno, XXIX Physics in Collision, Sep. 2, 2009, Kobe, 100 participants, 

"Gamma-ray Particle Astrophysics" (招待講演) 

[2] Tsunefumi Mizuno, The Energetic Cosmos: from Suzkau to Astro-H, July 1, 2009, 

Otaru, 250 participants, "Fermi-LAT Study of Galactic Cosmic Rays by Observing Diffuse 

Gamma-Rays from Mid-Latitude Regions"(一般講演) 

[3] Yasushi Fukazawa, The Energetic Cosmos: from Suzkau to Astro-H, June 30, 2009, 

Otaru, 250 participants, "Probe of material around the AGN central engine with 

Suzaku"(一般講演) 

[4] Yasushi Fukazawa, Fermi-LAT Collaboration Meeting, Sep.1-4, 2009, Stanford 

Univeisity/SLAC, 130 participants,“Optical and gamma-ray correlation with KANATA 

telescope”, “Results from extended lobes of Cen A and how they were validated”
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Paris, 110 participants,“Analysis of nearby IRAS galaxies”（一般講演） 
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BGO active shield of the ASTRO-H Soft Gamma-ray Detector (SGD)”（ポスター） 
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110 participants,“Fermi view of the bright long GRB 090926A”（一般講演） 
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[1] 水野恒史：「ガンマ線バーストで読み解く太古の宇宙」領域シンポジウム、2009 年 9

月 26 日、岐阜, 50 名参加, 「Fermi ガンマ線衛星で見た銀河宇宙線」(招待講演) 

[2] 水野恒史：日本物理学会秋季年会 宇宙線・宇宙物理領域、素粒子理論領域、素粒子

実験領域合同シンポジウム「ダークマターと宇宙線」、2009 年 9 月 11 日、甲南大学, 200

名参加,「Fermi ガンマ線衛星で見た銀河宇宙線」(招待講演) 

[3] 深沢泰司：日本物理学会秋季年会 宇宙線・宇宙物理領域、素粒子実験領域合同シン

ポジウム「フェルミ宇宙ガンマ線望遠鏡で見えてきた高エネルギー現象」、2009 年 9 月 12

日、甲南大学, 200 名参加,「フェルミとの多波長連携観測」(招待講演) 



[4] 深沢泰司：第 10 回高宇連研究会「高エネルギー宇宙物理学の最新成果と将来計画」、

2010 年 3 月 8-10 日、JAXA 宇宙科学研究所、100 名参加、「Fermi の最新成果」（招待講演） 

[5]上原岳士:波の研究ガンマ線バーストで読み解く太古の宇宙、2009年9月24日、下呂温泉、

100、「かなた望遠鏡を用いたＸ線フレアを伴うGRB残光の時間変動スペクトルと二成分外部

衝撃」（一般講演） 

[6]笹田真人: 2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、「ブ

レーザーS5 0716+714の可視・近赤外偏光撮像観測による短時間変動の検出」（ポスター） 

[7] 山中雅之: 2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、「極

めて明るいIa型超新星 2009dcの可視近赤外観測」（ポスター） 

[8]永江修: 2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、「ガン

マ線連星 LS I +61 303の可視偏光観測とX線観測」（ポスター） 

[9] 池尻祐輝: 2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、「可

視領域におけるブレーザーの光度変動に伴う色、偏光変動の系統的調査」（ポスター） 

[10] 小松智之: 2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、

「HOWPolと用いたナスミス焦点における器械偏光の評価」（ポスター） 

[11] 先本清志:2009年岡山ユーザーズミーティング 2009年8月20～21日 東京、三鷹、「可

視赤外線同時カメラHONIRの開発の進捗」（ポスター） 

[12]笹田真人: 連星変光星研究会 2009年12月12～14日、広島大学、「BL Lac天体AO 

0235+164とPKS 1510-089の偏光の変化を伴ったアウトバースト」（ポスター） 

[13]山中雅之: 連星変光星研究会 2009年12月12～14日、広島大学、「M31に現れた明るい

新星 M31 2009-10bの早期観測」（一般講演） 

[14]山中雅之: 連星変光星研究会 2009年12月12～14日、広島大学、「中小口径望遠鏡によ

る超新星の観測」（一般講演） 

[15]山中雅之: 2010年天体スペクトル研究会、2010年 3月6-7日、ぐんま天文台、「かなた

望遠鏡による U Sco 2010 年のアウトバーストの分光観測」（一般講演） 

[16]花畑義隆:特定領域研究「ガンマ線バーストで読み解く太古の宇宙」 第三回領域シン

ポジウム、2009/09/24- 09/26、岐阜県下呂温泉、約60名、「ASTRO-H衛星搭載BGO検出器の

開発」（一般講演） 

[17]片桐秀明:日本物理学会秋季年会、2009年9月12日、甲南大学,  「フェルミ・ガンマ線

宇宙望遠鏡による超新星残骸Ｗ28の観測  

[18]深沢泰司: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「Fermi ガンマ線

望遠鏡による電波銀河Cen A、M87 の観測」 

[19]水野恒史: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「フェルミ衛星に

よる、拡散γ線放射の観測と銀河系宇宙線」 

[20]片桐秀明: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「フェルミ・ガン

マ線宇宙望遠鏡による超新星残骸W28 の観測」 



[21]永江 修 : 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「すざく」衛星に

よるガンマ線連星LS I +61 303 の広帯域X 線スペクトルおよびライトカーブの時間変動」 

[22]山中雅之 : 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「極めて明るいIa 

型超新星SN 2009dc の可視近赤外観測」 

[23]笹田真人: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「ブレーザーPKS 1510

−089 における突発的な可視光フレアの観測」 

[24]西野 翔 : 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「すざく衛星によ

る近傍の明るい銀河団Abell 3627 の観測」 

[25]池尻祐輝: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「可視領域におけ

るブレーザーの光度変動に伴う色、偏光変動の系統的調査」 

[26]林 克洋: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「Fermi γ衛星に

よるカメレオン座分子雲の観測」 

[27]平木一至 : 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、「広帯域X線スペ

クトル解析と時間変動解析を用いたSeyfert 銀河X線スペクトルの成分分離」 

[28]伊藤亮介: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「かなた望遠鏡と

Fermi ガンマ線衛星によるブレーザー天体3C279 の同時観測」 

[29]小松智之: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「HOWPolを用いた

ナスミ焦点における器械偏光の評価」 

[30]本田光介: 日本天文学会秋季年会、2009年9月14-16日、山口大学、 「すざく衛星によ

るブラックホール天体GRS1915+105広帯域X線スペクトル解析」  

[31]花畑義隆：日本物理学会春季年会、2010年3月20-23日、岡山大学、 「ASTRO-H衛星搭

載硬X線・軟ガンマ線検出器アクティブシールドの開発（Ⅰ）光読み出し」 

[32]深沢泰司:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、 「Fermiガンマ線望

遠鏡による電波銀河Cen AのGiant Lobeの観測」 

[33]水野恒史 :日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、 「フェルミ・ガン

マ線宇宙望遠鏡による銀河宇宙線の分布」 

[34]片桐秀明 :日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、 「フェルミ・ガン

マ線宇宙望遠鏡による超新星残骸W28の観測およびガンマ線放射機構の考察」 

[35]山中雅之:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「M31に現れた明

るい新星 2009-10bの早期観測」 

[36]山中雅之:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「Ib型超新星SN 

2009jfの可視光測光分光観測」 

[37]上原岳士:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「Fermiによる明

るいlong GRB 090926Aの観測」 

[38]笹田真人:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「ブレーザー3C 454.3

の2009年アウトバーストの多波長連携観測」 



[39]西野 翔 :日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、 「すざく」衛星搭

載硬X線検出器(HXD)主検出部の現状(IV)」 

[40]花畑義隆:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「フェルミ・ガン

マ線宇宙望遠鏡によるTeVガンマ線未同定天体 HESS J1804-216の観測」 

[41]林 克洋:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「銀河銀河群の温

度やX線構造と重元素拡散の関係」 

[42]平木一至:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「モンテカルロシ

ミュレーションを用いた次期X線天文衛星ASTRO-H搭載軟ガンマ線検出器SGDの放射化バッ

クグラウンドの評価」 

[43]伊藤亮介:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「ブレーザー天体

3C 66Aのフェルミガンマ線望遠鏡およびかなた望遠鏡による観測」 

[44]小松智之:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「可視１露出型偏

光撮像器HOWPolの開発：(5)分光、GRBモードと器械偏光」 

[45]佐田貴幸:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「Fermi-LATによ

る太陽系近傍の小型分子雲の観測」 

[46]道津匡平:日本天文学会春季年会、2010年3月24-27日、広島大学、  「次期X線衛星

ASTRO-H搭載軟γ線検出器に向けたSi-Pad検出器の開発」 

 

 

● 学生の学会発表実績 

（国際会議） 

博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 ６ 

博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 １４ 

博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 １０ 

(国内会議) 

博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 ２０ 

博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 １５ 

博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 １３ 

 

● セミナー・講演会開催実績 

 [1] 深沢泰司：日本物理学会秋季年会 宇宙線・宇宙物理領域、素粒子実験領域合同シン

ポジウム「フェルミ宇宙ガンマ線望遠鏡で見えてきた高エネルギー現象」、2009 年 9 月 12

日、甲南大学, 200 名参加、実行委員 

[2] 深沢泰司：第１０回高宇連研究会「高エネルギー宇宙物理学の最新成果と将来計画」、

2010 年 3 月 8-10 日、JAXA 宇宙科学研究所、100 名参加、組織実行委員 

[3] 小嶌康史、山本一博、山崎了、深沢泰司、水野恒史、片桐秀明、大杉節、吉田道利、



川端弘治、植村誠、高橋弘充、三好隆博：日本天文学会春季年会、2010 年 3 月 24-27 日、

広島大学、500 名参加、実行委員 

[4] 深沢泰司、水野恒史：日本天文学会春季年会 特別セッション「Fermi ガンマ線宇宙望

遠鏡がひらく高エネルギー宇宙物理学」、2010 年 3 月 25 日、広島大学、100 名参加、組織

実行委員 

 

● 社会活動・学外委員 

○ 学協会委員 

 [1] 深沢泰司：高エネルギー宇宙物理連絡会運営委員 

○ 講習会・セミナー講師 

[1] 深沢泰司：東京大学ビッグバンセンター・理学系研究科宇宙理論研究室セミナー、2009

年 7 月 16 日、東京大学、20 名参加、「フェルミ衛星による最新成果」 

[2] 深沢泰司：山形大学理学部物理学科コロキウム、2009年9月18日、山形大学、20名参加、

「Fermiガンマ線宇宙望遠鏡の１年間の成果」 

[3] 水野恒史：岡山大学理学部付属量子宇宙研究センターセミナー、2009年10月31日、岡

山大学、20名参加、「ガンマ線で見る宇宙」 

○ 外部評価委員等 

[1] 深沢泰司：すざく観測衛星 AO-5 プロポーザル審査員 

[2] 深沢泰司：日本学術振興会科学研究費補助金審査委員 

 

● 各種研究員と外国人留学生の受入状況 

日本学術振興会特別研究員（ＤＣ２：１名、ＤＣ１；２名）、  

学部４年生留学生：１名 

 

● 研究助成金の受入状況 

[1] 深沢泰司：科学研究費補助金 基盤研究(B) 平成 20-22 年度「GeV ガンマ線観測を基軸

としたブラックホール天体のジェット放出機構の研究」 研究代表者、14,100 千円 

[2] 水野恒史：科学研究費補助金 基盤研究(B) 平成 21-23 年度「高感度全天ガンマ線サー

ベイで探る宇宙線のエネルギー・空間分布」 研究代表者、7,000 千円 

[3] 片桐秀明：科学研究費補助金 若手研究(B) 平成 19-21 年度「GeV ガンマ線観測による

超新星残骸における宇宙線加速機構の研究」 研究代表者、2,000 千円 

[4] 深沢泰司：高エネルギー加速器研究機構 日米協力事業費「GLAST 衛星開発」（平成 12-22

年度）研究分担者、平成 22 年度 12,000 千円 

[5] 深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部 国際共同ミッション推進経費：

研究代表者、平成 22 年度 5,000 千円 

[6] 深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部 搭載機器基礎開発研究費「狭視



野ガンマ線コンプトンカメラ用２次元シリコンパッドセンサーの開発」、平成 19-21 年度、

研究代表者、平成 22 年度 1,363 千円 

 

● その他特記すべき事項があれば各項目毎に記載してください。 

[1] 片岡淳、深沢泰司：記者会見、2009 年 5 月 28 日、早稲田大学、「新種のガンマ線銀河

を発見」 (広島大学プレスリリースも行う) 

[2] 大杉節、深沢泰司：広島大学プレスリリース「ガンマ線バースト観測による相対性理

論の適応限界検証」、2009 年 10 月 30 日 

[3] 大杉節、深沢泰司、川端弘治、植村誠：広島大学プレスリリース「超巨大ブラックホ

ールから噴き出すジェットの構造を解明」、2010 年 2 月 19 日 

[4] 水野恒史、片桐秀明、高橋弘充：記者会見、2010 年 3 月 23 日、日本天文学会記者発表

（広島大学）「ガンマ線で探る銀河宇宙線の姿 ～１万年光年かなたの高エネルギー粒子

～」)、「超新星残骸 W28 に付随する星間分子雲から放射されるギガ電子ボルトの高エネル

ギーガンマ線の発見 ― 宇宙線の起源解明に挑む ―」 

[5] 深沢泰司：広島大学理学部理科学科公開講座、2009年8月3日、広島大学東千田キャン

パス、「広島大学開発センサーを搭載したNASAガンマ線宇宙望遠鏡」 

[6] 深沢泰司：日本天文学会春季年会公開講演会、2010年3月28日、東広島市中央公民館、

「上空からみる：フェルミ衛星が描き出すガンマ線宇宙」 

[7] 深沢泰司：山形大学理学研究科物理学専攻集中講義、2009 年 9 月 17-18 日、「ガンマ線

宇宙観測」 


